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性犯罪・性暴力の加害者・被害者・傍

「 （ ）観者にならないための 生命 いのち

の安全教育」の推進



趣 旨

教材・指導の手引きの内容

・発達段階に応じた、「生命（いのち）を大切にする」「加害者にならない」「被害者にならない」「傍観者にならない」ための教材等を作成

【幼児期】
・「水着で隠れる部分」は自分だけの大切なところ
・相手の大切なところを、見たり、触ったりしては
いけない
・いやな触られ方をした場合の対応 等

【小学校】
・「水着で隠れる部分」は自分だけの大切なところ
・相手の大切なところを、見たり、触ったりしては
いけない
・いやな触られ方をした場合の対応
・ＳＮＳを使うときに気を付けること（高学年） 等

【中学校】
・自分と相手を守る「距離感」について。
・性暴力とは何か（デートＤＶ、ＳＮＳを通じた被害
の例示）
・性暴力被害に遭った場合の対応 等

【高校】
・自分と相手を守る「距離感」について。
・性暴力とは何か（デートＤＶ、ＳＮＳを通じた被害、
セクハラの例示）
・二次被害について
・性暴力被害に遭った場合の対応 等

【高校卒業前、大学、一般（啓発資料）】
・性暴力の例、実態
・身近な被害実態
・性暴力が起きないようにするためのポイント
・性暴力被害に遭った場合の対応・相談先 等

（主な教材の内容）

【特別支援教育】
・小学校等向けの教材を活用しつつ、障害の状態を踏まえ
教材を工夫して実施。
・児童生徒の発達段階や障害の程度等に応じた個別指導
を実施。

特

１

〇性犯罪・性暴力は被害者の尊厳を著しく踏みにじる行為であり、こうした性暴力の根絶に向けては、性暴力の加害
者にも被害者にも傍観者にもならないための教育や啓発に関する取組を強化することが必要。

〇「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」(令和2年6月関係府省会議決定）に基づき、令和2年度、内閣府・文部科学省
が連携し、有識者の意見も踏まえ、「生命（いのち）の安全教育」のための教材及び指導の手引き等を作成。

〇これにより、性犯罪・性暴力の加害者、被害者、傍観者にならないための教育を推進。

性犯罪・性暴力の加害者・被害者・傍観者にならないための「生命（いのち）の安全教育」の推進



中学生向け教材例

小学生向け教材例

幼児向け教材例

２

高校生向け教材例
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